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特集 再生医療
多血小板血漿治療とは？
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1採血通常の血液検査と同様に採血しますが、

やや多めの血液（27mL～55mL） 
を採取します。

献血（200mLまたは400mL）
と比較すると少量 です。

2遠心分離専用装置を使用し、血液を遠心分離して

PRPを作成します。
APSの場合は、さらに特殊なビーズを
含んだカラム内で遠心分離し、

PRPを濃縮します。
3投与(注射)

作成したPRP・APSを
超音波ガイド下で正確に

患部へ注入 します。

再生医療の一つである多血小板血漿（Platelet-Rich Plasma: PRP） 

を用いた治療は、抗炎症作用や組織修復力（自己治癒力）を

サポートする治療法です。欧州や米国では広く実施されており、

近年、日本でも急速に普及しています。

血液を遠心分離すると、下層に赤血球、上層に血漿 が分かれます。

PRPは、その血漿の中でも血小板を多く含んだ部分です。

血小板には抗炎症作用や組織修復作用を持つタンパク質が

豊富に含まれており、これを患部に注射することで組織の修復を促進し、

痛みを軽減する効果が期待できます。

また、PRPを特殊なビーズで濃縮することで、効果を高めた治療法が 

「Autologous Protein Solution（APS）治療」 です。

当院では、整形外科専門医・リハビリテーション科専門医に加え、

日本再生医療学会の再生医療認定医の資格を持つ医師が、診察・相談から治療、

アフターケアまで一貫して対応いたします。

（PRP）治療とは？
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PRP・APS治療の流れ

治療後は約30分間の経過観察を行い、問題がなければ帰宅可能です。
治療当日は患部冷却用のアイスパックを貸し出します。

多血小板血漿














